
 構造物加力実験中は適宜休憩時間を確保して、疲労が蓄積しないようにする。

(2) 安全な作業

 構造物加力実験開始前に、試験装置周辺を十分に点検して、危険を回避する。

 アクチュエータあるいはジャッキなどによる加力開始時は、実験室内にいる作業者

全員に伝える。特に、アクチュエータにより動的加工を行う際には、CPU 室のマイ

クを通して確実に実験室内の作業者全員に伝える。

 加力している試験体には、できるだけ近づかないようにし、不用意に手を触れない。

 計測機器類の配線ならびに反力壁、圧力床に緊結された PC 鋼棒などに気を配り、

つまずいたり、物を倒したりしないように注意する。

 構造物加力実験中は適度な緊張感を保って、個人の勝手な判断で行動しない。共同

作業者間の連絡・合図・確認を確実に行うこと。

 構造物加力実験時には、飲食は一切厳禁である。

 服装、安全帽、安全靴等の着用は「5．4．1（6）安全の基本事項」に準じる。

(3) 異常発生時

 構造物加力実験中に、設備・装置の誤作動による異常、あるいは異常音の発生など

による危険を感じたら、直ちに実験を中止する。各自の判断による実験の継続は行

わないこと。

 加力制御システムを使用中に、僅かでも異常を感じた場合には、緊急停止ボタン、

あるいは停止ボタンによってシステムを停止する。

 軽微なことでも、異常事態あるいは事故が発生した場合には、すみやかに各電源を

切る。

 軽微なものでも、けがをした場合には、すみやかに実験を中止する。

 設備・装置の異常事態、事故、およびけがの発生時には、直ちにその状況を指導教

員に報告するとともに、生田構造物試験棟運営幹事会幹事に連絡をして対処する。

 

５ 薬品物の保全

５.１.１ 一般的な注意事項

 理工学部では危険な化学物質が、種類、量ともに多く使用されている。そのうち、発火あ

るいは引火し易い物質で、消防法に定められているものを、特に危険物という。危険物に指

定されている物質の一覧を以下の項に示す。なお、このような危険物は必要最小限度（指定

数量の 0.2 倍未満）にとどめ、必要以上に実験室に置かないことが望ましい。危険物を保存

する場合、危険物屋内貯蔵所に保存する。

５.１.２ 各類の危険物

(1) 第 1 類危険物

第 1 類は酸化性固体である。加熱、衝撃、摩擦により容易に分解して酸素を放出し、可燃

性物質の燃焼を助ける。従って、可燃性物質と混合することは危険であり、避けるべきであ

る。また、硫酸のような強酸と混合すると爆発をおこすので、絶対混ぜてはならない。

(2) 第 2 類危険物

第 2 類は可燃性固体である。一般に着火し易く、よく燃える。例えば硫黄は非常に着火し

易く、一度火がつくと容易に燃え広がる。しかも燃焼して生成されたガスは有毒である。

特に第 1 類との共存は極めて危険である。  

(3) 第 3 類危険物

第 3 類は空気中で発火する自然発火性物質および水によって発火する禁水性物質である。

黄りんは、自然発火性物質であるため、水中保存する。また、金属ナトリウム・金属カリウ

ムは禁水性でもあるため、鉱油中に保存する。

(4) 第 4 類危険物

第 4 類は引火性液体である。この類の危険物が量的には圧倒的に多い。有機溶剤、アルコ

ール、機械油がこの類に属し、非常に着火し易く、また激しく燃焼する物質である。事故の

際は、大きな災害になる可能性があるので取り扱いには注意を要する。

(5) 第 5 類危険物

第 5 類は自己反応性物質である。この類の物質は、不安定で加熱・衝撃によって容易に発

火・爆発する。取り扱いには特に注意を要する。
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(6) 第 6 類

第 6 類は酸化性液体である。水や可燃性物質との混合に注意し、腐食性があるため皮膚や

服に付着しないようにする。

危険物類別表

類 品名 性質 指定数量 該当物質の例

第

一

類

1 塩素酸塩類  
2 過塩素酸塩類  
3 無機過酸化物  
4 亜塩素酸塩類  
5 臭素酸塩類  
6 硝酸塩類  
7 よう素酸塩類  
8 過マンガン酸塩類  
9 重クロム酸塩類   
10 その他のもので政令で定める

もの

・ 過よう素酸塩類

・ 過よう素類

・ クロム、鉛又はよう素の酸

化物

・ 亜硝酸塩類

・ 次亜塩素酸塩類

・ 塩素化イソシアヌル酸

・ ペルオキソ二硫酸塩類

・ ペルオキソほう酸塩類

・ 炭酸ナトリウム過酸化水素

付加物

11 前各号に掲げるもののいずれ

かを含有するもの

第一種酸化性固体  50 kg 
過塩素酸マグネシウム

過酸化バリウム

過塩素酸アンモニウム

過ヨウ素酸カリウム

第二種酸化性固体  300 kg 
亜硝酸アンモニウム

サラシ粉

トリクロロイソシアヌ

ル酸

第三種酸化性固体 1000 kg 

硝酸アンモニウム

硝酸鉄

過ホウ酸ナトリウム

第

二

類

1 硫化りん   100 kg ――――――

2 赤りん   100 kg ――――――

3 硫黄   100 kg ――――――

4 鉄粉   500 kg ――――――

5 金属粉  
6 マグネシウム  
7 その他のもので政令で定める

もの

8 前各号に掲げるもののいずれ

かを含有するもの

第一種可燃性固体  100 kg アルミニウム（200 メッ

シュ以下）

亜鉛（ 200 メッシュ以

下）

マグネシウム（80～120
メッシュ）

第二種可燃性固体  500 kg 

9 引火性固体  1000 kg 固形アルコール

危険物類別表

類 品名 性質 指定数量 該当物質の例

第

三

類

1 カリウム 10 kg ――――――

2 ナトリウム 10 kg ――――――

3 アルキルアルミニウム 10 kg 
4 アルキルリチウム 10 kg 
5 黄りん 20 kg ――――――

6 アルカリ金属（カリウム及びナ

トリウムを除く）及びアルカリ

土類金属

7 有機金属化合物（アルキルアル

ミニウム及びアルキルリチウ

ムを除く）

8 金属の水素化合物

9 金属のりん化物

10 カルシウム及びアルミニウム

の炭化物

11 その他のもので政令で定める

もの・塩素化けい素化合物

12 前各号に掲げるもののいずれ

かを含有するもの

第 一 種 自 然 発

火 性 物 質 及 び

禁水性物質

10 kg リチウム粉、水酸化リチ

ウム

第 二 種 自 然 発

火 性 物 質 及 び

禁水性物質

50 kg 

第 三 種 自 然 発

火 性 物 質 及 び

禁水性物質

300 kg 

第

四

類

1 特殊引火物 50 L ジエチルエーテル､アセ

トアルデヒド、二硫化炭素

2 第一石油類

非水溶性液体 200 L ガソリン､トルエン、ヘキ

サン、ベンゼン

水溶性液体 400 L アセトン､メチルエチル

ケトン

3 アルコール類

400 L メチルアルコール､エチ

ルアルコール､プロピル

アルコール

4 第二石油類 非水溶性液体 1,000 L 灯油､軽油､キシレン

水溶性液体 2,000 L 酢酸､ギ酸イソアミル

5 第三石油類 非水溶性液体 2,000 L 重油､クレゾール､アニリン

水溶性液体 4,000 L グリセリン､酪酸

6 第四石油類 6,000 L ギャー油､シリンダー油

7 動植物油 10,000 L パーム油､アマニ油､ヤシ油

第

五

類

1 有機過酸化物

2 硝酸エステル類

3 ニトロ化合物

4 ニトロソ化合物

5 アゾ化合物

6 ジアゾ化合物

7 ヒドラジンの誘導体

8 ヒドロキシルアミン

9 ヒドロキシルアミン塩類

10 その他のもので政令で定める

もの

・ 金属のアジ化物

・ 硝酸グアニジン

・ 1-アリルオキシン-2、3-エ
ポキシプロパン

・ 4-メチリデンオキセタン

-2-オン

11 前各号に掲げるもののいずれ

かを含有するもの

第 一 種 自 己 反

応性物質

10 kg 過酸化ベンゾイル

第 二 種 自 己 反

応性物質

100 kg ニトロメタン

硫酸ドラジン

アジ化ナトリウム
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(6) 第 6 類

 第 6 類は酸化性液体である。水や可燃性物質との混合に注意し、腐食性があるため皮膚や

服に付着しないようにする。

危険物類別表

類 品名 性質 指定数量 該当物質の例

第

一

類

1 塩素酸塩類

2 過塩素酸塩類

3 無機過酸化物

4 亜塩素酸塩類

5 臭素酸塩類

6 硝酸塩類

7 よう素酸塩類

8 過マンガン酸塩類

9 重クロム酸塩類

10 その他のもので政令で定める

もの

・ 過よう素酸塩類

・ 過よう素類

・ クロム、鉛又はよう素の酸

化物

・ 亜硝酸塩類

・ 次亜塩素酸塩類

・ 塩素化イソシアヌル酸

・ ペルオキソ二硫酸塩類

・ ペルオキソほう酸塩類

・ 炭酸ナトリウム過酸化水素

付加物

11 前各号に掲げるもののいずれ

かを含有するもの

第一種酸化性固体 50 kg 
過塩素酸マグネシウム

過酸化バリウム

過塩素酸アンモニウム

過ヨウ素酸カリウム

第二種酸化性固体 300 kg 
亜硝酸アンモニウム

サラシ粉

トリクロロイソシアヌ

ル酸

第三種酸化性固体 1000 kg 

硝酸アンモニウム

硝酸鉄

過ホウ酸ナトリウム

第

二

類

1 硫化りん 100 kg ――――――

2 赤りん 100 kg ――――――

3 硫黄 100 kg ――――――

4 鉄粉 500 kg ――――――

5 金属粉

6 マグネシウム

7 その他のもので政令で定める

もの

8 前各号に掲げるもののいずれ

かを含有するもの

第一種可燃性固体 500 kg アルミニウム（200 メッ

シュ以下）

亜鉛（ 200 メッシュ以

下）

マグネシウム（80～120
メッシュ）

第二種可燃性固体 100 kg 

9 引火性固体 1000 kg 固形アルコール

 

危険物類別表

類 品名 性質 指定数量 該当物質の例

第

三

類

1 カリウム   10 kg ――――――

2 ナトリウム   10 kg ――――――

3 アルキルアルミニウム   10 kg 
4 アルキルリチウム   10 kg 
5 黄りん   20 kg ――――――

6 アルカリ金属（カリウム及びナ

トリウムを除く）及びアルカリ

土類金属

7 有機金属化合物（アルキルアル

ミニウム及びアルキルリチウ

ムを除く）

8 金属の水素化合物  
9 金属のりん化物  
10 カルシウム及びアルミニウム  

の炭化物

11 その他のもので政令で定める  
もの・塩素化けい素化合物

12 前各号に掲げるもののいずれ  
かを含有するもの

第 一 種 自 然 発

火 性 物 質 及 び

禁水性物質

 10 kg リチウム粉

第 二 種 自 然 発

火 性 物 質 及 び

禁水性物質

 50 kg 

第 三 種 自 然 発

火 性 物 質 及 び

禁水性物質

 300 kg 

第

四

類

1 特殊引火物     50 L ジエチルエーテル､アセ

トアルデヒド、二硫化炭素

2 第一石油類  
非水溶性液体  200 L ガソリン､トルエン、ヘキ

サン、ベンゼン

水溶性液体  400 L アセトン､ブチルアル

コール

3 アルコール類  
 400 L メチルアルコール､エチ

ルアルコール､プロピル

アルコール

4 第二石油類  非水溶性液体  1,000 L 灯油､軽油､キシレン

水溶性液体  2,000 L 酢酸､ギ酸イソアミル

5 第三石油類  非水溶性液体  2,000 L 重油､クレゾール､アニリン

水溶性液体  4,000 L グリセリン､酪酸

6 第四石油類   6,000 L ギヤー油､シリンダー油

7 動植物油  10,000 L パーム油､アマニ油､ヤシ油

第

五

類

1 有機過酸化物  
2 硝酸エステル類  
3 ニトロ化合物  
4 ニトロソ化合物  
5 アゾ化合物  
6 ジアゾ化合物  
7 ヒドラジンの誘導体  
8 ヒドロキシルアミン  
9 ヒドロキシルアミン塩類  
10 その他のもので政令で定める

もの

・  金属のアジ化物

・  硝酸グアニジン

・  1-アリルオキシン-2,3-エ
ポキシプロパン

・ 4-メチリデンオキセタン

-2-オン

11 前各号に掲げるもののいずれ

かを含有するもの

第 一 種 自 己 反

応性物質

 10 kg 過酸化ベンゾイル

第 二 種 自 己 反

応性物質

 100 kg ニトロメタン

硫酸ヒドラジン

アジ化ナトリウム
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水素化リチウム、水素化ナ
トリウム



 

第

六

類

1 過塩素酸  
2 過酸化水素  
3 硝酸  
4 その他のもので政令で定める

もの

・ ハロゲン間化合物

5 前各号に掲げるもののいずれ

かを含有するもの

 300 kg 過塩素酸

過酸化水素

濃硝酸
６ 廃棄物処理と安全

６.１.１ 一般的事項

理工学部では、実験・実習において、各種の材料や薬品などを使用するため、使用後の廃

棄物の種類や量が多い。このような廃棄物を正しく処理することが、自分たちの身の安全を

守ることになり、また生活環境への悪影響を及ぼさないことにもなる。生田キャンパスでは

廃棄物を実験系廃棄物と生活系廃棄物に分類し回収、処理している。

６.１.２ 実験系廃棄物【取り扱い：生田安全管理センター（内線 7974）】

実験系廃棄物とは、実験や実習にて排出される廃棄物のうち、化学物質などが含まれる廃

棄物を指す。化学物質は人体や環境へ影響を与える恐れがあるため、物性ごとに分別回収し、

適切に処分しなければならない。

※ 必要以上の薬品の購入・保管は安全管理上行わないこと。

● 実験廃液・不要試薬・薬品付着物類

１．各種処分願を，締切日までに生田安全管理センターへ提出する。

収集日：毎月第３木曜日 ← 処分願締切日：毎月第２木曜日

２．次の要領で，分類し排出すること。

［実験廃液］

実験廃液分類表 P44 実験廃液分類チャート P45 
指定ポリ容器（実験廃液ラベルに必要事項を記入添付）で排出

［不要試薬および薬品付着物類］

不要試薬および薬品付着物類分類表 P46 

各種処分願、ポリ容器、実験廃液ラベル：生田安全管理センターで入手

処分願はホームページ（https://www.meiji.ac.jp/safety/index.html）でもダウンロード可

● その他実験系廃棄物

廃棄物マニュアル（P42），不要試薬および薬品付着物類分類表（P46）に従って分別

し，指定の回収場所へ排出する。

６.１.３ 生活系廃棄物【取り扱い：総務部生田キャンパス課（内線 7589）】

生活系廃棄物とは、大学生活で排出される廃棄物のうち、実験系廃棄物以外のものを指す。

これらは P43 のマニュアルに従って分別し、指定の回収場所へ排出する。
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